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論 文 内 容 の 要 旨

【目制

対人援助職は、職務におけるストレッサーが大きい一方、対人援助職としての自己の成長もあることが明らか

になっている。 しかしこれまでの研究は、一時点における横断的調査であり、仕事上でのストレス体験と対人援

助職 の自己成長感 との間に関連があるかについての縦断的研究は行われていない。 本研 究では、対人援助職

の一つである、看護師に対 して1年 間の縦断的調査を行い、仕事上のストレス体験と1年 後の自己成長感との

関連 を明らかにすることを目的とした。

【方法1

A総 合病院 に勤務 している看護職員860人 に対して、郵送法 による質問紙調査を実施 した。調査時期 は

2010年9--10月(時 期1)と1年 後の2011年9～10月(時 期2)で あり回収数はそれぞれの359人 、176人 であっ

た。 時期1と 時期2の 両方に回答 している105人(平 均年齢35.0歳 、平均看護職経験年数11.1年)を 分析

対象とした。調査内容は、基本的属性、 自己成長感(心 的外傷後成長尺度)、 ストレッサーとソーシャルサポー

ト(職 業性 ストレス簡易調査票)、 個人特性(15項 目ハーディネス尺度)、 体験ストレス(体 験ストレス評価尺 度)

であった。

【結果】

1年 後の自己成長感に影響する要因について重回帰分析を行った。自己成長感の 「自己の発展」では、看護

職経験年数が負の関連を示し、ハーディネスの 「コントロール」、ストレッサーの時期2の 「職場環境のストレス」

「仕事のコントロール度」が正の関連を示 した。 自己成長感の 「人間についての確信 」では、ハーディネスの 「コ

ントロール」、ソーシャルサポートの時期2の 「同僚 からのサポー ト」、ストレッサーの時期1の 「仕事のコントロー

ル度」 「働 きがい」、時期2の 「自覚的な身体的負担度」、時期1の 「仕事上で体験するストレス」が正の関連

性を示した。

【考察1

①個人特 性であるハーディネスの 「コントロール」 とは、生活上の様々な出来事に対 して自己コントロールが

可能であるとの信念のことであり、この信念の強さにより自分自身が成長 しているとの実感が高まった可能性が

考えられる。② 仕事上のストレス体験 が多いことは、直後ではなく1年 の時間を経て、他者に対する信頼やつ

なが りが強まるといった自己成長感を強めた可能性 が考えられる。③自己成長感を高めていた、現在、同僚か

らのサポートがあることは、1年 前のストレス体験の多さに関連が強く、ストレッサーへの対処行動として同僚か

らのサポートを多 く得ようとした可能性が考えられ る。

【結謝

対人援助職 において、仕事上のストレス体験の多さは、 その時点よりも1年 後の自己成長感を高め、個人特

性 としてのハーディネスのコントロール傾 向の高さは自己成長感 を高める可能性が、本研究の縦断的訓査によっ

て示唆された。



論 文 審 査 結 果 の 要 旨

【目的】

看 護 ・介 護 、教 員な どの対 人援助職 は、職務 にお けるス トレッサ ー(ス トレスの原 因 と

なる もの)が 大 き く、バ ー ンアウ ト、離 職 ・休職者 の増加な どが問題 とな ってい る。 その

一方 で、対 人援助 職 と しての成 長 もあることが調査研 究に よって明 らかにな って いるが、

これ まで の研 究 は横 断 的調査で あ り、対 人援 助職 の仕 事上で のス トレス体験 と自己成 長感

(自分が成 長 した と いう感 覚)と の関連性 があ るか についての縦 断的研 究は行 われて いな

い。 本研究 では、対 人援助職 の一つで ある、看護 師に対 して1年 間 の縦断的 調査 を行 い、

仕事 上のス トレス体 験 と1年 後の 自己成長感 との関連につ いて検討 し、職場で の ソー シャ

ルサ ポー トと個人特 性が 自己成長感 に促進 的に作用 して いるか につ いて検 討す る ことを目

的 と した。

【方法 】

A総 合病院 に勤務 して いる看 護職員860人 に対 して、郵送法 によ る質問紙調査 を実施 し

た。調査時期 は2010年9～10月(時 期1)と1年 後 の2011年9～10月(時 期2)で あ り回

収数 はそ れぞれ の359人 、176人 で あった。時期1と 時期2の 両方 に回答 している105人

(平均年 齢35,0歳 、 平均看護 職経験年数11,1年)を 分析対象 と した。 調査内容 は、基本

的属性 、自己 成長感(心 的外傷後成 長尺度)、 ス トレッサー とソー シャルサポ ー ト(職 業性

ス トレス簡易調 査票)、 個人特 性(15項 目ハ ーディネ ス尺度)、 体 験ス トレス(体 験 ス トレ

ス評価尺度)で あった。

【結果】

1年 後 の 自己 成長感 に影響す る要因につ いて重回帰分析(ス テ ップワイズ 法)を 行 った。

自己成長感 の 「自己 の発展」では 、看護職 経験年数が 負の関連 を示 し、ハー デ ィネ スの 「コ ン

トロール1(時 期1)、 ス トレッサーの時期2の 「職 場環境のス トレス」「仕事の コ ン トロール

度」が正 の関連 を示 した。 自己成長感 の 「人 間につ いて の確信Jで は、ハ ーデ ィネス の 「コン

トロール」(時 期i)、 ソー シャルサ ポー トの時期2の 「同僚 か らのサ ポー ト」、ス トレッサ

ーの時 期1の 「仕事 のコ ン トロール度」「働きがい」
、時期2の 「自覚的 な身体 的負担度J.時

期1の 「仕事 上で体 験す るス トレス」が正 の関連性 を示 した。

【考察】

①個 人特性 であ るハ ーデ ィネスの 「コン トロー ル」 とは 、生活 上の様 々な 出来事 に対 し

て 自己 コ ン トロール が可能で ある との信 念の ことであ り、 この信念の強 さ によ り自分 自身

が成長 してい るとの実感 が高 まったと考え られ る。② 仕事上のス トレス体 験が多 いこ とは、

直後で はな く1年 の時 間を経て 、他 者に対す る信 頼やっなが りが強 まる といった 自己成 長

感 を強め た可能性 が考 え られ る。③ 現在 、同僚か らのサ ポー トを受けやす い こと、職場で

のソーシャルサポートの多さは自己成長感を高めると考えられる。④同僚からのサポート

の受けやすさは、1年 前の仕事でのストレス体験の多さに関連が強く、ストレッサーへの

対処行動として同僚からのサポートを多く得ようとしたためと考えられる。

【結論】

看護師において、仕事上のストレス体験の多さは、その時点よりも1年 後の自己成長感

を高め、ハーディネスのコントロール傾向が高いという個人特性の人、職場の同僚からの

ソーシャルサポートを受けやすい状況にある人は自己成長感が高まる可能性が、本研究の

縦断的調査によって示唆された。

公聴会では以下の点について質疑応答がなされた。①自己成長感の高まることによって

もたらされるもの、②仕事上でのストレス体験から自己成長感に進展するプロセス、③自

己成長感を高めるための方法・支援策、④ハーディネスの特徴などについての質問がなさ

れた。申請者はこれらに適切に回答した。看護師をはじめとした対人援助職について、職

務や職場で経験するストレスに対する影響としてネガティブな影響だけでなくポジティブ

な影響に着目した意義のある研究でもあり、対人援助職の休職・離職、定着率の問題に対
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